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誰もいなかった。ゆっくりと名護屋城跡を巡ろうと思っ

ていた私は、その展開に、ある奇妙な思いを抱いた。

屋城にも赴いたのだが、名護屋城に着いたとたんに俄雨

が降りだし、そして名護屋城博物館は耐震工事のために

臨時休館となっており、案内をしてくれた友人と私以外、

の倭寨図（倭城図）が 19 箇所が描かれている。この図

説は、上掲の屏風図と「征倭紀功図巻」のような絵巻と

異なり、木版印刷による印刷書である。このような印刷

書は、短時間に大量印刷が可能であるが、絵巻に比べそ

の画像の画質は大幅に低減した。ところが、この図説は

著者が戦争直後に自ら朝鮮南部の各倭城に入城し詳細に

検視したことが明記され、実測によって作られた可能性

が高く、その写実性は無視できない。また、『朝鮮日本

図説』の刊行趣旨は明朝の海上の安全を確保するという

点にあることから、終戦直後の当時、明朝に対して日本

からの脅威はまだ続いていたことが分かる。この図説は

朝鮮南部の倭城の全体性が強調され、対日本の軍事書と

して認識すべきだと思われる。

　訪問期間中、私は神奈川

大学校内の図書館や各図書

室はもちろん、国立国会図

書館、国立公文書館、東洋

文庫、蓬左文庫などの図書

館の資料を存分に利用でき、

また、ほぼ同じ時期に建築

された小田原城、名古屋城

を巡って、実地調査を行っ

た。そして、訪問研究期間

が終わった後も日本に残り、

秀吉の朝鮮侵略の前線基地

として築かれた九州の名護

　私は 2013 年 1 月 7 日から 3 週間、招聘研究員として

神奈川大学非文字資料研究センターを訪問し、様々な資

料収集と実地調査を行った。私の研究テーマは「『朝鮮

日本図説』にみる豊臣秀吉の朝鮮侵略戦争」である。

　周知のように、秀吉の朝鮮侵略戦争（1592 ～ 1593）

のような歴史事件に対しては、これまでの研究のほとん

どは文献資料を中心に進められてきた。ところが、戦争

に関する資料は、必ずしも文字により記録された文献資

料とは限らない。図像などの非文字資料が文献資料と比

べ量的には極めて希少でありながら、歴史を写実的に描

いてより直感的に、より分かりやすく歴史を物語ってく

れるのは、なかなか興味深いことだと思われる。

　秀吉の朝鮮侵略戦争に関する図像資料は、日本と韓国

には多数残されている。よく知られているのは、「釜山鎮・

東萊府殉節図」（朝鮮国製作、韓国陸軍博物館所蔵）、「朝

鮮軍陣図屏風」（日本国製作、鍋島報效会所蔵）、「朝鮮

蔚山合戦之図」（日本国製作、前田育德会尊経閣文庫所

蔵）、「平壌城攻防図屏風」（朝鮮国製作、韓国国立中央

博物館所蔵）、壬辰倭乱図屏風（朝鮮国製作、和歌山県

立博物館所蔵）などの屏風図である。当時の中国人が製

作した図像資料で、これまで紹介されたのは、「征倭紀

功図巻」（個人所有、所蔵不明、写真有り）の一種しか

ないのである。

　私の今回の研究対象は『朝鮮日本図説』という最近中

国の国家図書館で発見した新資料である。当該図説には、

1597 ～ 1598 年の戦役期に朝鮮南部にある日本侵略軍

　私は滞在期間中、日本コロムビア社の方々をはじめ、

たくさんの人に会いました。非文字資料研究センターで

も、同時期に来ていた韓国と中国からの訪問研究員の

方々にもお会いしました。その方々の研究内容も興味深

く、お話をするのは楽しかったです。滞在した寮の管理

人の方や、その他、たくさんの方々にお世話になりまし

た。最後に、この機会を与えてくださった非文字資料研

究センターの皆様、先生方、チューター、お会いした皆

様方に、感謝の気持ちを表したいと思います。

すが、これは本当に面白かったです。

　その後、滞在の終わりには研究発表を行う予定でした

ので、その日に向けて、日本語でレポートの準備をしま

した。日本語の使い方について、チューターが色々とア

ドバイスをしてくださいました。チューターの専門は、

イギリス文学史でしたので、日本の音楽産業について私

に説明するのは、とても難しかったかも知れません。で

すが、なんとか二人で協力しながら、発表に向けて準備

をしました。研究発表は無事終わり、先生方からは、研

究の良かった点や、アドバイス等をいただきました。
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刻み込まれている。だが、何よりも重要なのは、私の中

で起こった「日本を観る」から「日本を感じる」へとい

う感覚の変化だった。日本に来て触れた忘れがたい情景

と雰囲気が、自ずと日本を受け入れ、そこから何かを感

じ取るという方向へと、日本に不慣れな一人の観光客

だった私を導いてくれたのだろう。

　國學院大学は、私が今回調査のために訪れた一つ目の

場所だった。ここでは、江戸時代の神社がどのようなも

のであったのか、その形式を一目で理解することができ

た。とりわけ、樹木の葉の形をした祭祀儀礼用の杯はき

わめて精巧かつ精緻に作られており、それは神社の祭祀

儀礼が定められた類型と式次第、規模といったものに基

づいて行われていることを伺わせるに足るものであっ

た。また、祭祀儀礼に用いられる白い冊子は「浄化」を

象徴するもののようで、別の機会に訪れたいくつかの祭

祀の中でもその意味を再確認することになった。

　今回の調査で特に印象深かったものとして、天候と

人々の姿を挙げることができるだろう。天候といえば、

大磯で行われた左義長に触れぬわけにはいかない。1 月

14 日は、大雪の降った日である。私は朝の 10 時には現

地に到着したのだが、すでに強風とかなりの量の雪が

降っていた。問題は、強い風のせいで足を一歩前に踏み

出すのも困難なことだった。わずか 200 メートルばかり

の短い距離を歩くのに、1 時間余りの時間を費やしたよ

うな気がするほどだった。こうして、やっとの思いで海

岸へと向かい、そこに設けられた 9 つのサイト（ワラで

できた山。この中には旧年中に使っていた神棚のかざり

やだるまが詰め込まれている）を目にすることができた

のだ。砂浜を一歩一歩進むうち、しばらくすると例えよ

うのない不気味な恐怖感が私を襲い始めた。今までにこ

のような天候の中でフィールドワークをしたことなどあ

るはずもなく、緊張から全身が強張っていくのがわかっ

た。しかし、そこで前に進むのをやめたら、ぬかるんだ

　1 月 9 日、私は初めて日本の横浜市神奈川大学にある

非文字資料研究センターを訪れていた。その日の午後は、

宿舎にスーツケースを置いてすぐにセンターの資料室へ

と向かった。資料で埋め尽くされたその部屋から醸し出

される独特な香りと、収集された資料の保管方法は、そ

こを訪れる者に一種の目新しさと驚きを感じさせるもの

だった。私の中で、これこそ文字に非ざる資料を扱う研

究センターの学術的な態度と性格とを示すものであると

いう感覚がひしひしと湧き上がってきた。これら資料室

に納められた韓国や中国、そして日本に関する豊富な民

俗資料を目の前にして、それまでの疲れも一気に吹き飛

んでしまうほどだった。

　私はこれまでに 3 度、日本を訪れたことがある。いず

れも、調査を主目的としたものだったが、今回は初の一

人での渡日となった。可能な限り多くのものを見てみた

いという思いから、滞在スケジュールはタイトに組むこ

とにした。そのため、日本でのフィールドワークを進め

るうちに、自分の体力不足を痛感させられることになっ

た。一方で、まったく馴染みのない土地へ行き、きわめ

て新鮮な事柄に触れることができたことで、毎回、疲れ

が一瞬で吹き飛んでしまうような心持ちになった。今回

の滞在で、私は 12 カ所に及ぶ場所を訪れ、日本各地の

民俗文化を体験することができた。ここに、その内訳を

列挙してみよう。電車に乗り、都会のど真ん中や市場ま

で出かけたり、村に暮らす日本人のもとを訪ねたりした

ほか、博物館や画廊、オペラや伝統的な演劇を見学した

り、公園や神社を訪れたりすることもあった。ほかには、

大磯の左義長（以前は神社で行われていたとされる厄払

いの儀礼）や三浦のチャッキラコ（幼い子供たちの踊り。

子供たちは鈴と稲穂をつけた竹を手に持って舞う）を見

学する機会にも恵まれ、さらには名古屋まで足を延ばし

て日本独楽博物館を訪問することもあった。これらの地

で目にした様々な情景は、私の頭と心の中にしっかりと
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つけている。
　インタビューにあたっては自由回答式質問を 16 問用
意した。そのうちの 3 問には、インタビュイーの回答に
共通性が見られ、本研究に非常に重要な結果をもたらし
た。私はそれらの回答を分析し、日本の陶芸および文化
に関して、外国人陶芸家の談話と活動の中に見られる共
通点を特定した。以下の通りである。
・日本では陶芸が芸術として認められている。これは欧

米では陶芸が単に工芸と見なされているのと対照的で
ある。

・日本では、人々は陶磁器の機能と用途を非常に重視し
ている。

・日本人は欧米人以上に手作りの製品に価値を置いている。
・日本の陶芸家は作品に地域の原料を使っている。
・日本では、食べ物、季節、陶磁器に密接な関わりがある。
・日本人は自然をより身近に感じている。それは陶磁器

作りにも反映されており、自然は陶磁器作りの過程の
一部となっている。

・日本には、単純性と不完全性に価値を置く美意識がある。
・日本では、陶芸を学ぶ過程は欧米よりも厳しく、長期

間に及ぶ。
・日本人陶芸家は、制作の過程を結果と同等に重視する。
・インタビューした陶芸家のほとんどが、高温の薪窯と

灰釉（はいぐすり）の技法を使っている。
・彼らのほとんどが、自然を主要なインスピレーション

の源としている。
・インタビュイーの大半が、陶芸についてほとんどのこ

とを日本で学んだ。
・彼らのほとんどが日本人の配偶者を持っている。
・彼らの大半が 1990 年代初頭（バブル経済の頃）に日

本にやって来た。
　この調査から私は、インタビュイーから得られた共通
の回答は、日本の伝統工芸および文化に関して、特に明
治維新（1868）後に創り出された慣行化したディスコー
スの産物であるという予備的結論を導き出した。この
ディスコースは、明治時代以降および戦後、日本が自ら
を近代国家と認める必要から生み出されたもので、エ
リック・ホブズボームの言う「創られた伝統」（Eric 
Hobsbawm3, 1983）の概念と日本人論を包括しており、
日本の伝統工芸の表現に反映されている。しかしながら、
この問題を発展させていくためにはさらに深い研究が必
要であろう。
3　エリック・ホブズボーム　イギリスの歴史家。
Eric John Ernest Hobsbawm, The Invention of Tradition, co-edited 
with Terence Ranger, Cambridge University Press, 1983（『創られ
た伝統』）

法 (Daniel Bertaux1, 1997) に従った質的インタビューを
実施し、スチュアート・ホールの文化表象理論 (Stuart 
Hall2, 1997) を主な理論的背景として利用した。
　私は日本で活動する外国人陶芸家 20 人を特定し、そ
のうちの 9 人とインタビューの日程を組むことができ
た。6 人（レジーナ後藤：ブラジル、アンドリュー・ゲ
ムリッチ：米国、マシュー・ソヴヤニ：米国、ダグラス・
ブラック：米国　以上 4 名は益子にて；　ユアン・クレ
イグ：オーストラリア ‐ 水上町にて；　スティーブ・トゥー
テル：英国 ‐ 東京にて）とは直接会ってインタビューを
行い、3 人（ヘスアルド・フェルナンデス：スペイン ‐
益子在住；　カリーナ・ハマグチ：ブラジル ‐ 高知在住；　
ムピンディ・キブデ：ウガンダ ‐ 東京在住）とは E メー
ルでインタビューを行った。上記のように、直接会って
行ったインタビュー 6 件のうち、4 件は益子で行われた。
またインタビューには至らなかった陶芸家もそのほとん
どが益子または笠間に住んでいた。この 2 つの地域に陶
芸家が集中しているのにはさまざまな理由があるが、そ
の 1 つに、両地域が首都東京に近く、東京が日本で最大
の陶磁器製品の購入市場であることが挙げられる。両地
域は首都の近くにありながら、依然田舎と見なされてい
る。そうした環境では陶芸家は制作に必要な原料を直接
調達することができ、都市部では認められない大型の薪
窯を作ることもできる。
　笠間焼の生産は江戸時代に始まり、近隣の益子にも大
きな影響を及ぼした。しかし 1920 年代に始まった民芸
運動と人間国宝の濱田庄司が益子に工房を建てたことで
益子焼の評価が高まった一方、笠間焼は衰退していった。
1957 年に茨城県がデザイナーと陶芸家の招致を開始し、
地元の陶芸品生産を奨励するようになってようやく、笠
間には日本の他地域や海外から陶芸家が集まり、活動の
拠点を置くようになった。こうした経緯があるからこそ、
笠間の陶芸の中心地は、あらゆる人々に開かれており、
笠間焼のみならずあらゆるスタイルを受け入れているの
である。益子にも同様のことが言える。濱田庄司が英国
の陶芸家バーナード・リーチと強い結び付きを持ち、セ
ントアイブスのリーチ工房との関わりが深かったことか
ら、益子には外国人との交流が盛んに行われた歴史があ
り、日本および海外のさまざまな地域から陶芸家を惹き

1　ダニエル・ベルトー　フランス国立科学研究センター名誉研究ディ
レクター。フランスの社会科学者。
Daniel Bertaux,  Les recits de vie: Perspective ethnosociologique, 
1997 (『ライフストーリー ―エスノ社会学的パースペクティヴ』)
2　スチュアート・ホール　ジャマイカ生まれのイギリスの文化理論
家。カルチュラル・スタディーズの代表的理論家。
Stuart Hall, ed., Representation: Cultural Representations and 
Signifying Practices, London: Open University, 1997.（スチュアート・
ホール編『リプレゼンテーション―文化的表象と意味作用の実践』）

国人陶芸家たちのライフストーリーに関心を持った。ま
た、日本のスタイル、技術、さらには日本人のものづく
りに対する精神が、どのように彼らの陶芸作品に影響を
及ぼしているかについても知りたかった。これらの目的
を達成するため、ライフストーリーのエスノ社会学的手

　本研究の目的は、日本で陶芸を学んでいる、または陶
芸に従事している外国人を探してインタビューし、彼ら
の談話の中から日本文化が陶芸を通じてどのように表さ
れているかを理解することであった。故郷を離れ日本で
陶芸の道に進もうと思った動機を理解するため、私は外

　博物館の中には、凧や独楽、空中独楽など 10 万点近

くの収蔵品が所狭しと並べられていた。そこには、中国

や台湾、ヨーロッパ、オーストラリアの空中独楽などが

揃えられており、「輪鼓」と呼ばれる日本の空中独楽ま

でもが展示されていた。午後の 1 時半になって手が空く

と、館長は昼食を摂りながら私たちに自らがこれまでに

歩んできた半生について語ってくださった。

　午後 3 時になると、館長は再び子供たちに遊びを披露

して見せるために食堂を後にした。話を伺うことのでき

た時間は短かったのだが、館長の語りからは、子供たち

に対する彼の愛情と信頼とが伝わってきた。彼は、子供

たちに健康で自信に満ちあふれた生活を送ってほしいと

願っているという。彼によれば、遊びとは失敗を繰り返

し、失敗を通して自信を取り戻すという過程にほかなら

ない。これこそが、遊びのもつ力なのである。

　こうした館長の眼差しからは、文明によって失われて

しまった子供たちの想像力と、幼い心から生まれる意志

や信念といったものを守り続けていきたいという彼の想

いを読み取ることができる。この想いのために、彼は博

物館という小さな空間の中で近所の子供たちと遊びに興

じるのだ。彼が子供たちと遊ぶ様子を見ながら、私の心

にも幼い頃の思い出が蘇り、悲しみにも似た気持ちが湧

き上がってくるようだった。70 歳と高齢の館長が自ら

遊びを企画し、顔をほころばせながら子供たちと遊ぶ様

子には、本当に頭が下がる思いだった。

　今回の訪問期間は決して長いものではなかったが、私

に多くのことを経験できるよう配慮してくださった非文

字資料研究センターのスタッフと、指導を引き受けてく

ださった先生方に心より感謝を申し上げたい。次の機会

に日本を訪れる際には、外国からの「お客様」などでは

なくなっていたいと願いながら。

砂に足を取られて起き上がれなくなってしまうだろうと

思い、迫りくる風に耐えながらどうにか写真を撮り終え

た。サイトの火入れは夜の 7 時から…。それまで 8 時間

以上をどこか別の場所で潰さねばならなかった。びしょ

濡れの服と靴に体は冷え切り、凍えて氷像にでもなって

しまいそうだった。私は喫茶店と食堂を探し、そこで濡

れた服を乾かして冷えた体を温め、サイトの火入れが始

まるのを待つことにした。大雪で電車が運行しているか

どうかもわからなかった。それ以上に不安だったのは、

サイトに火を入れ、その火で団子を焼く人々の姿を見る

ことができるかどうかまったく予想がつかないことだっ

た。しかし、時間通り 7 時になると、サイトの火入れが

始まった。それまでの不安と凍てつく寒さが、一瞬のう

ちに煙の中へと消えて行くようだった。サイトを燃やす

左義長に続いて、綱引きや海中での遊泳、厄払いの儀礼

が行われ、歌も捧げられた。海岸では多くの人が団子を

火に翳して焼き、それを分け合って食べていた。皆、顔

に微笑みを浮かべながら、長い長い一日を終えたのだっ

た。こうした時間の中で垣間見ることのできた人々の強

い愛情や友情、そして故郷に対する思いといったものは、

私の心にも深く刻み込まれることになった。この左義長

とは、新たな年を迎えるために行われるもので、人々は

ありとあらゆる怖れと不吉なものを炎の中に込めて燃や

し、新年の到来を待つのである。

　日本で二番目に訪れたのは、名古屋にある日本独楽博

物館だった。新幹線での移動となったが、そのスピード

に圧倒された。窓からは、富士山を眺めることもできた。

名古屋港近くにある建物の 2 階が、私立博物館となって

いた。私たちがそこを訪れた時、館長は真剣な面持ちで

子供たちに様々な遊びの方法を教えている最中で、大き

な声を張り上げながら説明をしているところだった。

日本で陶芸を学んでいる、
または陶芸に従事している外国人

Liliana Granja Pereira de Morais
（サンパウロ大学）

英語、中国語でいただいた招聘レポートは、事務局で日本語に翻訳させていただきました。




